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II 方 法
大学1 年生 を対象にTOEFL 既出のListening（Restatement ）問題20 題を使用しpre-test を行った。
この内希望する5 名を実験群 とし、希望しない25 名を統制群 とした。実験群には2 週間で計5 時間
の自宅学習をその方法も含めて指示し、post-testの前までに指示通りの学習を5 名 全員が終 えた。pre-test
の2 週間後にpost-testを行い、このpre-test とpost-testの結果に関して実験群 と統制群を比
較、分析の対象とした。 またこの学習 とリスニング能力向上 との相関関係 を見るため、全被験者 （30








にはTOEFL 既出のListening(Restatement) 問題20 題2)を使用しTOEFL と同じ形式でテ
ストを行い、テスト終了後に問題用紙 も含 めて全て回収した。pre-testの2 週間後 にpre-test で使 用
した同一問題 を使用し同じ方法でpost-test を行い、両テストの成績結果を集計した。pre-testとpost-test
で使用した試験問題を同一 とした理由はこの実験 の目的であ るディクテーション方式 による学
習効果をより確実に測定するためであり、 その第一条件 としてpre-tesi とpost-testの間 におけるテ
スト問題の難易度は限りなくゼロに近づけなければならないからである。但し、同一問題であれば2
度 目のテスト結果には最初 のテストでの学習効果の影響 というマイ ナス要因が考えられる。 しか
し このテスト は外国語の音声 によるものであり、聞き取れない部分に関する記憶定着は考 えにくい。







のI グループをI セットとし、1 日I[1I(約30分)1 セットのセンテンスを学習することとした。尚、1
セット10センテンスが負担と感じられる場合は1 セット5 センテンスとしてもよいが、その場合
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回以上は聞かない(2 回まで＊)。ただし、2 回聞く場合には2 回聞いた後で書き取りに着手する
こと。
注：喜田の実験(喜田:1992) では4 語、及び5 語文の聞き取りでは2 回聞いた場合の正解率が1 回だけの場
合より1.4～1.5倍高かったが2 回と3 回の間には有意差はみられなかった。
（2 ） ディクテーションが終われば、スクリプトにて聞き取れなかった個所、聞き誤った個所を確













m テ ス ト結 果
被験者全員のpre-testとpost-testの結果を実験群、統制群上位、統制群下位にグループ別に分け、
「表1 」、「表IT 」、「表Ill」として提示した。 またその結果の集計を表「w 」に、pre-test、post-test両
テスト結果間の単相関係数を「表V 」、「表VI 」として提示した。尚、Total の項目はpre-test、post-test
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＊Total ＝Pre-test ＋Post-test の正 解 数 、Improved ＝Pre-test 一Post-test の 差EX-1































＊Total ＝Pre-test 十Post-test の 正 解 数 、Improved ＝Pre-test－Post-test の 差C


















＊Total ＝Pre-test 十Post-test の 正 解 数 、Improved ＝Pre-test 一Post-test の 差CI
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単純化してTOEFLListening の成績に換算すると統制群は460点レベルから470点レベルへとほと
んど上昇していないが、実験群では480点レベルから520点レベルへと大きく上昇している。実験群
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要，1994 年Ibid.
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註
12004 年3 月発行予定（参考文献の項参照）。2
現在TOEFL ではこの形式は使用していない。3ETS
発行のTOEFL 過去既出問題集（参考文献の項参照）。4
答えの選択肢である4 者択一問題文を除いた音声スクリプトのコピーのみを与えた。5TOEFLPBT
のスコアではI の位は必ずO、3、または7 であり、したがって485点は存在しないがここでは平
均点を表すために使用している。
